
　

人
の
欲
は
計
り
知
れ
な

　

人
の
欲
は
計
り
知
れ
な

い
。
自
分
だ
け
は
違
う
な
ど

い
。
自
分
だ
け
は
違
う
な
ど

と
心
の
中
で
思
っ
て
い
て
も

と
心
の
中
で
思
っ
て
い
て
も

嘘
は
つ
け
な
い
の
だ
。

嘘
は
つ
け
な
い
の
だ
。

　

そ
う
、
今
月
の
御
仏
は
建

　

そ
う
、
今
月
の
御
仏
は
建

長
寺
門
前
の

長
寺
門
前
の
円え

ん
え
ん

応の
う
の
う

寺じ

、
通
、
通

称
、
え
ん
ま
寺
の

称
、
え
ん
ま
寺
の
奪だ

つ
だ
つ

衣え

婆ば

坐

像
で
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
を

像
で
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
を

ギ
ロ
ッ
と
睨
む

ギ
ロ
ッ
と
睨
む
鬼お

に
ば
ば

お
に
ば
ば婆
は
、
は
、

冥め
い
か
い

め
い
か
い界
の
三さ

ん
さ
ん

途ず

の
川
の
向
こ
う

の
川
の
向
こ
う

で
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
そ

で
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
容
赦
な
く
亡
者
の
衣
を

し
て
容
赦
な
く
亡
者
の
衣
を

は
ぎ
取
り
、
は
ぎ
取
ら
れ
た

は
ぎ
取
り
、
は
ぎ
取
ら
れ
た

衣
は
衣
は
衣い

り
ょ
う
じ
ゅ

い
り
ょ
う
じ
ゅ

領
樹
領
樹
と
い
う
木
に
か

と
い
う
木
に
か

け
ら
れ
、
そ
の
枝
の
垂
れ
下

け
ら
れ
、
そ
の
枝
の
垂
れ
下

が
り
具
合
で
、
死
者
の
生
前

が
り
具
合
で
、
死
者
の
生
前

の
悪
業
が
測
定
さ
れ
、
三
途

の
悪
業
が
測
定
さ
れ
、
三
途

の
川
の
ど
こ
を
渡
る
の
か
決

の
川
の
ど
こ
を
渡
る
の
か
決

ま
る
そ
う
で
す
。
や
は
り
他

ま
る
そ
う
で
す
。
や
は
り
他

人
に
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う

人
に
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う

な
ど
と
心
に
思
っ
て
も
、

な
ど
と
心
に
思
っ
て
も
、

欲
望
は
ご
ま
か
せ
な
い

欲
望
は
ご
ま
か
せ
な
い

の
で
す
ね
。

の
で
す
ね
。

　

そ
ん
な
恐
い
存
在
の

　

そ
ん
な
恐
い
存
在
の

奪
衣
婆
で
す
が
、
円
応

奪
衣
婆
で
す
が
、
円
応

寺
の
像
は
少
し
違
い
ま

寺
の
像
は
少
し
違
い
ま

す
。
怖
さ
の
中
に
も
品

す
。
怖
さ
の
中
に
も
品

格
が
あ
る
の
で
す
。
通

格
が
あ
る
の
で
す
。
通

常
、
奪
衣
婆
と
い
え

常
、
奪
衣
婆
と
い
え

ば
、
胸
元
も
は
だ
け
、

ば
、
胸
元
も
は
だ
け
、

痩
せ
て
骨
の
浮
い
た
姿

痩
せ
て
骨
の
浮
い
た
姿

で
す
が
こ
ち
ら
は
、
き

で
す
が
こ
ち
ら
は
、
き

ち
ん
と
衣
を
ま
と
っ
て

ち
ん
と
衣
を
ま
と
っ
て

大
王
の
裁
き
を
受
け
ま
す
。

大
王
の
裁
き
を
受
け
ま
す
。

亡
者
の
次
の
行
き
先
が
宣
告

亡
者
の
次
の
行
き
先
が
宣
告

さ
れ
る
の
で
す
。
次
の
行
き

さ
れ
る
の
で
す
。
次
の
行
き

先
と
は
、
生
ま
れ
変
わ
る
べ

先
と
は
、
生
ま
れ
変
わ
る
べ

き
（
心
の
）
世
界
。
つ
ま
り

き
（
心
の
）
世
界
。
つ
ま
り

六
道
と
い
わ
れ
、
地
獄
、
餓

六
道
と
い
わ
れ
、
地
獄
、
餓

鬼
、
畜
生
、
阿
修
羅
、
人
、

鬼
、
畜
生
、
阿
修
羅
、
人
、

天
の
六
つ
の
世
界
で
あ
り
ま

天
の
六
つ
の
世
界
で
あ
り
ま

す
。
す
。

　

こ
の
よ
う
に
古
来
よ
り
伝

　

こ
の
よ
う
に
古
来
よ
り
伝

わ
る
お
話
は
な
に
か
新
鮮
に

わ
る
お
話
は
な
に
か
新
鮮
に

思
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
の
は

思
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
の
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
し
ょ
う
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
し
ょ
う
、

な
ど
と
見
放
さ
れ
る
昨
今
か

な
ど
と
見
放
さ
れ
る
昨
今
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
自
己

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
自
己

を
善
し
と
し
、
他
を
悪
し
と

を
善
し
と
し
、
他
を
悪
し
と

す
る
」
今
日
の
思
い
上
が
っ

す
る
」
今
日
の
思
い
上
が
っ

た
考
え
方
、
我
執
に
と
ら
わ

た
考
え
方
、
我
執
に
と
ら
わ

れ
た
者
に
奪
衣
婆
は
薄
暗
い

れ
た
者
に
奪
衣
婆
は
薄
暗
い

閻
魔
堂
か
ら
今
も
睨
み
を
き

閻
魔
堂
か
ら
今
も
睨
み
を
き

か
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

か
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

木
造
・
彩
色
・
玉
眼
。
像

　

木
造
・
彩
色
・
玉
眼
。
像

高
9292
・
０
㎝
、
室
町
時
代
。

・
０
㎝
、
室
町
時
代
。

県
重
文
。

県
重
文
。

　

▼

　

▼
菖
蒲
祭

菖
蒲
祭　

５
日

　

５
日
1313
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

ど
祈
願
。
舞
楽
の
奉
納
。

ど
祈
願
。
舞
楽
の
奉
納
。

　

▼

　

▼
草
鹿
神
事

草
鹿
神
事　

５
日

　

５
日
1313

時
、
鎌
倉
宮
。烏
帽
子
、直
垂

時
、
鎌
倉
宮
。烏
帽
子
、直
垂

姿
の
射
手
が
古
式
に
則
り
鹿

姿
の
射
手
が
古
式
に
則
り
鹿

を
か
た
ど
っ
た
的
を
射
る
。

を
か
た
ど
っ
た
的
を
射
る
。

　

▼

　

▼
秋
葉
山
大
例
祭

秋
葉
山
大
例
祭　

５
日

　

５
日

1111
時
、
材
木
座
の
光
明
寺
。

時
、
材
木
座
の
光
明
寺
。

　

▼

　

▼
徳
崇
権
現
祭

徳
崇
権
現
祭　

2222
日
1313

時
、
小
町
の
宝
戒
寺
。
北
条

時
、
小
町
の
宝
戒
寺
。
北
条

一
族
の
慰
霊
供
養
。

一
族
の
慰
霊
供
養
。

　

▼

　

▼
白
旗
神
社
例
祭

白
旗
神
社
例
祭　

2828
日

1010
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

白
旗
神
社
。

白
旗
神
社
。

　

▼

　

▼
茶
筅
供
養

茶
筅
供
養　

2828
日
1010
時

半
、
建
長
寺
茶
筅
塚
。

半
、
建
長
寺
茶
筅
塚
。

　

「
令
和
」
の
典
拠

　

「
令
和
」
の
典
拠

が
『
万
葉
集
』
の
第

が
『
万
葉
集
』
の
第

五
巻
、
梅
花
の
歌

五
巻
、
梅
花
の
歌
3232

首
の
序
文
と
な
っ
て

首
の
序
文
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
古
典
か

お
り
、
日
本
古
典
か

ら
の
採
用
は
初
め
て
と
い
う

ら
の
採
用
は
初
め
て
と
い
う

こ
と
で
話
題
を
集
め
て
い
ま

こ
と
で
話
題
を
集
め
て
い
ま

す
▼
鎌
倉
に
ち
な
ん
だ
歌
も

す
▼
鎌
倉
に
ち
な
ん
だ
歌
も

４
首
採
録
さ
れ
て
い
る
万
葉

４
首
採
録
さ
れ
て
い
る
万
葉

集
は
天
皇
か
ら
詠
み
人
知
ら

集
は
天
皇
か
ら
詠
み
人
知
ら

ず
の
庶
民
ま
で
の
作
品
４
５

ず
の
庶
民
ま
で
の
作
品
４
５

１
６
首
を

１
６
首
を
2020
巻
に
ま
と
め
ら

巻
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
す
▼
「
４
５
１

れ
た
も
の
で
す
▼
「
４
５
１

６
首
の
う
ち
の
４
首
な
ら
、

６
首
の
う
ち
の
４
首
な
ら
、

鎌
倉
は
所
縁
が
薄
い
」
と
思

鎌
倉
は
所
縁
が
薄
い
」
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
実
は
鎌
倉
時

わ
れ
ま
す
が
、
実
は
鎌
倉
時

代
に
仙
覚
と
い
う
「
万
葉
研

代
に
仙
覚
と
い
う
「
万
葉
研

究
の
礎
を
築
い
た
人
物
」
が

究
の
礎
を
築
い
た
人
物
」
が

妙
本
寺
に
て
万
葉
研
究
を
し

妙
本
寺
に
て
万
葉
研
究
を
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

▼
万
葉
集
は
、
鎌
倉
時
代
の

▼
万
葉
集
は
、
鎌
倉
時
代
の

仙
覚
と
江
戸
時
代
の
本
居
宣

仙
覚
と
江
戸
時
代
の
本
居
宣

長
が
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
、

長
が
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
、

今
に
息
づ
い
て
い
ま
す
▼

今
に
息
づ
い
て
い
ま
す
▼

「
武
家
の
古
都
・
鎌
倉
」
に

「
武
家
の
古
都
・
鎌
倉
」
に

は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
な

は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
な

側
面
も
あ
る
こ
と
を
誇
ら
し

側
面
も
あ
る
こ
と
を
誇
ら
し

く
思
い
ま
す
。

く
思
い
ま
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象

お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
、
仏
師
弘
円
作
と
伝
え

的
で
、
仏
師
弘
円
作
と
伝
え

ら
れ
る
鎌
倉
地
方
彫
刻
の
優

ら
れ
る
鎌
倉
地
方
彫
刻
の
優

れ
た
作
品
と
い
わ
れ
て
い
ま

れ
た
作
品
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

さ
て
、
奪
衣
婆
に
よ
っ
て

　

さ
て
、
奪
衣
婆
に
よ
っ
て

悪
業
が
知
れ
渡
っ
て
し
ま
っ

悪
業
が
知
れ
渡
っ
て
し
ま
っ

た
者
は
次
に
い
よ
い
よ
閻
魔

た
者
は
次
に
い
よ
い
よ
閻
魔

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
旧
神
奈

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
旧
神
奈

川
県
立
近
代
美
術
館　

鎌
倉

川
県
立
近
代
美
術
館　

鎌
倉

が
「
鎌
倉
文
華
館　

鶴
岡
ミ

が
「
鎌
倉
文
華
館　

鶴
岡
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
生
ま

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
６
月
８
日
の
開

れ
変
わ
り
、
６
月
８
日
の
開

館
を
前
に
、
４
月

館
を
前
に
、
４
月
2020
日
か
ら

日
か
ら

「
新
し
い
時
代
の
は
じ
ま

「
新
し
い
時
代
の
は
じ
ま

り
」
の
題
で
建
築
公
開
さ
れ

り
」
の
題
で
建
築
公
開
さ
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

　

建
築
家
・
坂
倉
準
三
に
設

　

建
築
家
・
坂
倉
準
三
に
設

計
さ
れ
た
歴
史
的
建
築
の
意

計
さ
れ
た
歴
史
的
建
築
の
意

匠
を
保
ち
つ
つ
、
最
新
の
技

匠
を
保
ち
つ
つ
、
最
新
の
技

術
に
よ
っ
て
補
強
、
復
原
な

術
に
よ
っ
て
補
強
、
復
原
な

ど
し
た
改
修
工
事
の
過
程

ど
し
た
改
修
工
事
の
過
程

を
、図
面
や
模
型
、写
真
、
映

を
、図
面
や
模
型
、写
真
、
映

像
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

像
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

県
立
近
代
美
術
館
は
、
日

　

県
立
近
代
美
術
館
は
、
日

本
で
最
初
の
公
立
近
代
美
術

本
で
最
初
の
公
立
近
代
美
術

館
と
し
て
１
９
５
１
年
に
建

館
と
し
て
１
９
５
１
年
に
建

設
さ
れ
た
が
、
２
０
１
６
年

設
さ
れ
た
が
、
２
０
１
６
年

３
月
、
県
と
鶴
岡
八
幡
宮
と

３
月
、
県
と
鶴
岡
八
幡
宮
と

の
間
の
借
地
契
約
満
了
に
伴

の
間
の
借
地
契
約
満
了
に
伴

い
、
い
、
6565
年
間
の
幕
を
閉
じ
て

年
間
の
幕
を
閉
じ
て

閉
館
し
た
。
当
初
は
更
地
返

閉
館
し
た
。
当
初
は
更
地
返

還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
同
八
幡
宮
は
建
物
を

た
が
、
同
八
幡
宮
は
建
物
を

残
し
、
新
た
な
文
化
施
設
と

残
し
、
新
た
な
文
化
施
設
と

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

決
め
、
２
年
間
の
改
修
工
事

決
め
、
２
年
間
の
改
修
工
事

を
行
っ
た
。

を
行
っ
た
。

　

一
般
公
開
に
先
立
っ
て
４

　

一
般
公
開
に
先
立
っ
て
４

月
1616
日
の
内
覧
会
に
美
術

日
の
内
覧
会
に
美
術

館
、
神
社
、
行
政
な
ど
の
関

館
、
神
社
、
行
政
な
ど
の
関

係
者
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、

係
者
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、

鶴
岡
八
幡
宮
の

鶴
岡
八
幡
宮
の
𠮷
田
茂
穂
宮

田
茂
穂
宮

司
が「
司
が「
6565
年
の
伝
統
の
重
み
、

年
の
伝
統
の
重
み
、

関
わ
っ
た
方
々
の
熱
情
あ
ふ

関
わ
っ
た
方
々
の
熱
情
あ
ふ

れ
る
思
い
を
酌
ん
で
い
き
た

れ
る
思
い
を
酌
ん
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

い
」
と
挨
拶
。

　

県
立
近
代
美
術
館
の
水
沢

　

県
立
近
代
美
術
館
の
水
沢

勉
館
長
は
「『

勉
館
長
は
「『
解か

い
ら
ん

か
い
ら
ん纜
』
―
と

』
―
と

も
づ
な
を
と
い
て
船
出
し
て

も
づ
な
を
と
い
て
船
出
し
て

い
く
、
そ
の
言
葉
が
今
日

い
く
、
そ
の
言
葉
が
今
日

だ
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

だ
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

建
築
公
開
は
５
月
６
日
ま

　

建
築
公
開
は
５
月
６
日
ま

で
。
中
学
生
以
上
５
０
０

で
。
中
学
生
以
上
５
０
０

円
。
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０

円
。
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
5555
・
９
０
３
０

・
９
０
３
０

　

熊
本
地
震
の
復
興
支
援
の

　

熊
本
地
震
の
復
興
支
援
の

一
環
で
、
鎌
倉
市
大
町
の
妙

一
環
で
、
鎌
倉
市
大
町
の
妙

法
寺
の
特
別
開
帳
が
５
月

法
寺
の
特
別
開
帳
が
５
月
1919

日
午
前

日
午
前
1010
時
か
ら
午
後

時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
行
わ
れ
る
。

３
時
ま
で
行
わ
れ
る
。

　

「
熊
本
復
旧
支
援
鎌

　

「
熊
本
復
旧
支
援
鎌

倉
有
志
の
会
（
世
話

倉
有
志
の
会
（
世
話

人
大
貫
昭
彦
さ
ん
）
」

人
大
貫
昭
彦
さ
ん
）
」

が
、
同
寺
に
あ
る
肥
後

が
、
同
寺
に
あ
る
肥
後

熊
本
藩
主
・
細
川

熊
本
藩
主
・
細
川
斉な

り
し
げ

な
り
し
げ茲

が
寄
進
し
た
総
欅
造
り
の
本

が
寄
進
し
た
総
欅
造
り
の
本

堂
に
あ
る
、
斉
茲
が
４
歳
で

堂
に
あ
る
、
斉
茲
が
４
歳
で

急
逝
し
た
愛
娘

急
逝
し
た
愛
娘

こ
う
こ
う

姫
を
追
悼

姫
を
追
悼

し
て
制
作
さ
せ
た
１
０
０
面

し
て
制
作
さ
せ
た
１
０
０
面

の
天
井
画
や
障
壁
画
な
ど
を

の
天
井
画
や
障
壁
画
な
ど
を

公
開
し
て
、
熊
本
の
復
興
に

公
開
し
て
、
熊
本
の
復
興
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
昨

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
昨

年
1010
月
に
行
っ
た
催
し
の
２

月
に
行
っ
た
催
し
の
２

回
目
。

回
目
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
半
と
午
後
１
時

時
半
と
午
後
１
時

半
は
、
住
職
の
読
経
と
世
話

半
は
、
住
職
の
読
経
と
世
話

人
に
よ
る
絵
画
な
ど
の
解
説

人
に
よ
る
絵
画
な
ど
の
解
説

が
あ
る
。
特
別
開
帳
料
千

が
あ
る
。
特
別
開
帳
料
千

円
、
入
山
料
３
百
円
。

円
、
入
山
料
３
百
円
。

　

問
い
合
わ
せ
大
貫
さ
ん
☎

　

問
い
合
わ
せ
大
貫
さ
ん
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
6161
・
２
７
４
７

・
２
７
４
７

　

鎌
倉
ま
つ
り
の
最
終
日
を
飾
る
「
流
鏑
馬
」
が
４

　

鎌
倉
ま
つ
り
の
最
終
日
を
飾
る
「
流
鏑
馬
」
が
４

月
2121
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
行
わ
れ
た

日
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
行
わ
れ
た
＝
写
真
は
松
原

＝
写
真
は
松
原

省
吾
撮
影

省
吾
撮
影
。
大
日
本
弓
馬
会
武
田
流
一
門
の
奉
納

。
大
日
本
弓
馬
会
武
田
流
一
門
の
奉
納

で
、
射
手
が
約

で
、
射
手
が
約
２
５
０

２
５
０
ｍ
の
馬
場
を
疾
走
す
る
馬
の

ｍ
の
馬
場
を
疾
走
す
る
馬
の

上
か
ら
矢
を
構
え
、
的
を
次
々
と
射
き
、
命
中
す
る

上
か
ら
矢
を
構
え
、
的
を
次
々
と
射
き
、
命
中
す
る

と
観
客
か
ら
拍
手
と
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

と
観
客
か
ら
拍
手
と
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

平家池を回遊する小径から同ミュージアムを望む平家池を回遊する小径から同ミュージアムを望む

展示室の内覧風景展示室の内覧風景＝４月＝４月1616日

天
井
に
１
０
０
枚
の
花
の
絵

天
井
に
１
０
０
枚
の
花
の
絵

５月５月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（9292）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

円
応
寺
・
奪
衣
婆
坐
像

円
応
寺
・
奪
衣
婆
坐
像

鎌
倉
文
華
館
の
船
出

鎌
倉
文
華
館
の
船
出

６
月
の
開
館
前
に
建
築
公
開

６
月
の
開
館
前
に
建
築
公
開
5月6日まで5月6日まで

勇壮な流鏑馬勇壮な流鏑馬

《
熊
本
城
修
復
支
援
》

《
熊
本
城
修
復
支
援
》

妙
法
寺　

特
別
開
帳

妙
法
寺　

特
別
開
帳
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